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7 付議事件及び審査結果

付　　議　　事　　件　　名 審査結果

議案
岩倉市職員定数条例の一部改正について

全員賛成

第38号 原案可決
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議案第３８号 岩倉市職員定数条例の一部改正について 

当局の説明を省略し、直ちに質疑に入る。 

 

問 より公平で、より透明性を高めていくために岩倉市人事行政の運営等

の状況を公表に関する条例があり、毎年、広報を使って発表されている

が、その中で部門別の職員数が発表されているのか、どうかについて聞

きたい。 

答 部門別での公表はしていません。また、例えば議会が何名であるとか、

総務部は何名、税務課は何名という細かい職員数の公表もしていません。 

（要望）他市の状況だとやっているところがあるので、研究してほしい。 

 

問 本会議で、総務部長が木村議員の質問に対して、実際に変わってきて

いるので、今後検討したいという答弁があった。岩倉市職員定数条例第

３条で職員の定数配分はそれぞれ任命権者が定めることになっている。

一つの例として岩倉市議会の定数は議長が定めると解釈してよいか。 

答 岩倉市職員定数条例第３条で職員の定数配分はそれぞれ任命権者が定

めると書いてあるので、それぞれの任命権者ごとに定数配分を定めると

いう答弁だと考えています。 

 

問 今後検討したいと言ったが、それぞれのところに任命権者がいる。そ

れぞれの任命権者が定数を定めるという岩倉市定数条例があるが、そう

いう答弁であったと解釈してよいか。 

答 法に基づいて進めていくと思いますが、全体につきましては協議が必

要であると思います。 

 

質疑を終結し、討論に入る。 

 討論はなく、採決に入る。 

採決の結果、議案第３８号は、全員賛成で原案のとおり可決すべきものと
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決した。 




